
 

『カクキューの八丁味噌を愛した著名人』 

～ 千賀 又市（せんが またいち） ～ 

 

1869 年（明治 2 年）～1918 年（大正 7 年） 

愛知県岡崎市出身。岡崎市初代市長。岡崎市名誉市民。 

 

町制時代の岡崎町長に選ばれ 2 回重任。市制施行の機

運醸成につとめ、1916 年（大正 5 年）市制施行ととも

に初代市長になりました。 

 

性来文人肌で多くの文人墨客と交わり、岡崎の教育振

興に努力しました。雅号を「鶴堂」と称し、多くの漢詩

を残しています。 

 

在職中の 1918 年（大正 7 年）7 月 12 日に急逝し、2 日

後に市葬が行われました。 

 

当社史料室には大正時代の汲古会発会式案内状、ハガキ、『鶴堂遺稿（上・下巻）』

などが残っています。下巻には、志賀重昂があとがきを寄せています。 

 

「志賀重昂」について詳しくは当社ホームページの「カクキューの八丁味噌を

愛した著名人～志賀重昂～」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千賀又市 

（昭和 54 年 1 月 5 日発行 

「岡崎の人物史」より） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

岡崎汲古会発会式の案内状と次第 

（大正 7 年 4 月） 

岡崎汲古会として古文書記録類を調査したい旨が書かれた手紙 

（大正 7 年 5 月 23 日） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026.4.23 

『鶴堂遺稿 下巻』巻末の志賀重昂によるあとがきと奥付 

（大正 11 年 4 月 5 日発行） 

千賀又市の遺族より葬儀参列の礼状 

（大正 7 年 7 月） 

岡崎市市制記念スタンプの押されたポストカード 

（大正 5 年 7 月 1 日） 


